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研究成果概要 
（平成２５年度）PMTに起因する表面バックグラウンドを削減するための改修作業をおこ

ない１０月に完了し、１１月からデータ収集を再開した。PMTで見つかったバックグラウ

ンド源でクォーツとメタル胴体のシールに用いられていたアルミニュームの周囲に銅の

リングをとりつけ、さらに、リング同士の接続部分は、銅の薄いプレートでカバーした。

これにより、アルファ線とベーター線に起因するバックグラウンドはほぼ落とす事がで

きる。また、PMT表面や銅表面に付着している210Pbを除くための洗浄や電解研磨などの

作業をおこなった。これら改修作業により、5keV以上の生データで１桁程度、バックグ

ラウンドが削減した。下左図に改修前、下中図に改修後の測定器の内表面様子を示す。	
 

	
 	
 XMASSは0.3keVという世界最高の低閾値が達成した。僅か４ヒットの事象なので、有

効質量カットをすることはできないが、それでも、バックグラウンドのレベルは、これ

までも実験に遜色ない。コミッショニングラン中に収集した６日あまりのデータを使っ

て、low	
 mass	
 WIMP	
 探索と、太陽アクシオンの探策をおこなった。さらに、暗黒物質の

キセノンへの非弾性散乱を利用して暗黒物質の探索をおこない、それらを論文とした。

下右図に得られた下限値とDAMAグループの実験結果を示す。	
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